
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
福井市女性活躍応援事業 

福女にススメル「福女の交流会」 

実 施 日  令和４年７月２１日（木） 

場 所  アオッサ６階 ６０１研修室 

参加企業数  １３社（１８人） 

ファシリテーター  藤田 由美子氏（オフィス・マインドルージュ代表） 

パネリスト  薮 恵さん（アクサ損害保険株式会社福井コンタクトセンター 部長） 

           笠原 めぐみさん（清川メッキ工業株式会社 品質保証部 課長） 

           牧野 奈美さん（福井キヤノン事務機株式会社 

ビジネスサポートユニットマネージャー） 

） 

福井県は、女性の就業率や共働き率が全国トップクラス。一方、

女性管理職率や男性の育児休業取得率は低い状況です。 

女性が、自分らしいスタイルでイキイキと働くために、自分たちの

働き方について意見交換する交流会を開催しました。 

第１弾 管理職・リーダーであっても家ではママです 

ご自身の考えや想いを語るパネリスト 

家ではママ（母） 

会社では管理職・リーダーとして働く 

３名のパネリストに聞きました！ 

多様な働き方ができる、実効性のある会社制度の整備を！！ 

 

 

Ｑ どのように仕事と家庭を両立してきたの？ 
 

(牧野)共働きなので結婚当初から夫とは家事分担。子どもが保育園の頃

は、事務部門で初めて朝夕３０分の時短勤務を活用し、急な休暇もメンバ

ーのフォローのおかげで乗り越えられました。 

 

 
Ｑ 現在の働き方、ワーク・ライフ・バランスは？ 
 

(笠原)主任になりたての頃、責任とやりがいが増しキャパオーバーになりそ

うな時もありましたが、今は仕事を合理化・分担化して、特定の人に負担がか

からないよう工夫しています。後輩への引継も積極的に行うことで、若手育

成にもつながり、自分が仕事を抱え込まないこと「任せる」ことが職場全体の

スキルアップにつながっていると実感しています！ 

 

Ｑ 後輩に向けてのメッセージをお願いします！ 
 

(牧野)会社全体に関わることにチャレンジさせてもらえるよう

になり、物事の考え方や仕事の幅が広がりました。管理職は大

変そうと思うかもしれませんが、メンバーの個性を尊重し強み

に目をむけ、一緒に高め合うことで成長を分かち合うことがで

きますよ。仕事も充実させて、母として、妻として、一人の女性

として輝いてほしいです。 
 

(笠原)管理職と聞くと遠慮する女性が多いのは、家事や育児をし

ているから、仕事は一番に考えられないと思っているからでは？ 

家庭一番でいいのです！家庭を守れる女性だからこそ、仕事に対

してもきめ細やかな洞察力、計画力、実行力があると思います。 

仕事と家庭を両立して、自分の能力を高めていってほしいです。 
 

(薮)子どもがいる方は管理職に就くと、子どもと関わる時間が減

り「淋しい思いをさせている」と悩む方も多いかと。 

私の持論ですが、「愛情は関わる時間の長さではなく深さ」だと

思っています。小さい頃から自分の想いを伝え、イキイキと働く

姿を見せてきた結果、娘二人も理解してくれ、楽しく子育てと仕

事の両立ができました。 

＊敬称略 

Ｑ 管理職になってよかったことは？ 
 

（薮）自身のスキルアップにつながる機会が増え、知識と人脈が広がったこ

と、自分の裁量で物事を進めることが多くなり仕事が面白くなってきました。

業務以外でも部下から頼られるようになり、「アドバイスのおかげでうまくい

きました！」と言ってもらえると、モチベーションもアップします。 

 

 

管理職のイメージを明確に 
・管理職であっても、相談ができ 

孤独感のない環境に。 

・マイナスイメージを 

なくして欲しい。 

職場・家庭の環境を整備 
・ITを活用して、いつでもどこでも

働ける環境にし、仕事を見える化。 

・福井でも家事代行などを、罪悪感

なく利用できる環境に。 

働き方・休暇等の制度を整える 
・時間休・フレックス・育児や介護に関する 

特別休暇制度を整え、活用しやすい環境に。 

・育休中であっても会社とのつながりを 

持ち、不安や孤独感のない環境に。 

グループで 

意見交換 

組織を強化 
「この人しかできない」仕事を 

作らず、組織やチームで仕事が 

できるように。 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３弾 管理職・リーダーになるってどんな感じ？ 

実 施 日  令和４年１１月８日（火） 

場 所  アオッサ６階 ６０１研修室 

参加企業数  １５社 （１７人） 

ファシリテーター  藤田 由美子氏（オフィス・マインドルージュ代表） 

パネリスト  川勝 美穂さん（株式会社江守情報 DX ソリーション課 課長代理） 

           秡 桂子さん（社会福祉法人福泉会 永平寺ハウス 介護副主任） 

           島田 留奈さん（ユニフォームネクスト株式会社  

マーケティンググループ リーダー） 

自身の経験を語るパネリスト 

「お母さん」という存在は、実は家庭でのサーバントリーダーではないでしょうか？ 

サーバントリーダーシップとは「『傾聴や共感、癒し』でメンバーを下支えする。そしてメンバーが気持ちよく過ごせるように自己犠牲の

精神を持ち、『相手が成長するために自分は何ができるか？』を常に考え行動する」というものです。加えて「お母さん」は家事育児を切

り盛りするプレイングマネージャーでもあります。そんなヘロヘロになっている女性たちに、女性活躍推進の為、会社で「リーダーにならな

いか」と持ち掛けても、なかなか YES と首を縦に振らない女性が多いのは納得できますよね。この状況を打破する解決策の一つが「男

性の育休推進」です。   

仕事にジョブローテーションという仕組みがあります。計画的にさまざまな部署での業務を経験し、能力開発や知識・スキルの向上を

図る人材育成方法の一つです。 

メリットには「人員を流動させ、業務が属人的になるのを防ぐ。業務を標準化することで『誰でも対応可能』な状態を作り、業務の効率

化に繋げる」というものがあります。このメリットを家庭にも活用すると考えてみましょう。家庭でも職場でも「その作業は誰でも対応可

能」な状況を確立するのです。人生 100 年時代を生きる私たちが今、目指す「ウェルビーイング」。誰もが心身ともに健やか且つ満足

で、働き甲斐をもって生きたいものです。一番身近な真のジェンダー平等をまずは家庭から始めてみませんか。 

 

Ｑ 後輩に向けてのメッセージをお願いします！ 
 

（川勝）管理職・リーダー＝大変、仕事と家庭の両立ができない

と考えている方がいれば、その考えてはなくして欲しいです。や

る前からできないと思うことは非常にもったいないですし、「ま

ずはやってみよう」という気持ちで何でも取り組み、経験を積ん

でほしいですね。 
 

（秡）管理職・リーダーという立場だからこそ、細かいことに気づ

くことができると思います。これまで色々なことがありました

が、上司や先輩、後輩に支えられ、仕事を続けてくることができ

たと思っています。 
 

（島田）私は親になる前と後で、仕事に対する考え方が大きく変

わりましたが、親になる前に働いていた数年間で培われたもの

が、自分の資産になっていると感じています。自分に目一杯の

時間を使える間、ぜひ、若いうちに、資格をとるなどの自己投

資をしてください。自由な時間で好きなことを目一杯すること

はとても大切です。今はいろんな働き方があるので、自分の選

択肢を広げるための行動を心掛けていくといいのかなと感じ

ています。                  ＊敬称略 

 

 

Ｑ 管理職になると責任が重くなるって聞きますが、どう感じていますか？ 
 

（川勝）仕事はチームや会社として進めていること。一人で責任を背負っている

感覚はないですね。困った時は、上司やメンバーに相談し、みんなに頼りながら

仕事を進めていけばよいと思っています。 

失敗は悔しいですが、経験値を上げるチャンスだと思い、反省して同じことを繰

り返さないようにと考えています。 
 

（秡）リーダーを任されると責任もついてきて、出来るのかなと不安はありまし

たが、実際に任されてみると、自分自身の自信にもつながり良い経験をさせて

もらっていると感じています。役職を任されて感じたのですが、常に仕事をす

る上では、責任を持ちながら行うべきなので、任されたからと言って重くなっ

たとは全く感じていないですね。 

 

Ｑ 仕事の壁や悩みにぶつかった時、どのように乗り越えましたか？ 
 

（島田）出産前は、仕事が楽しく、職場の人も大好きで仕事人間でしたが、育休か

らの復帰後は、以前のような自信が持てなくなっていました。「仕事と育児の両

立は本当に大変、この先やっていけるのかな…」と悩みました。そんな私の支え

になったのは、同じママとして働く同僚のアドバイス。総務がママさんたち専用

のグループチャットを開設してくれ、悩みを共有できる環境に。 

今では、ワーママ代表として感じていることを会社に伝えるようにしています！ 

 

管理職・リーダーとして働く 

３名のパネリストに聞きました！ 

ライフステージに合わせた働き方 
・男女ともに子育てや介護をしながら働き

続けられる環境が必要。 

・フレックス、時短勤務など働き方を選択

でき、活用できる仕組みをつくる。 

・制度や仕組みは、「ある」だけではなく、

活用されるように！ 

 ライフスタイルに合わせた働き方ができ、気持ちに余裕を持って働ける環境 
であれば、管理職やリーダーをめざしたい 

 

 

 

グループで 

意見交換 

家族や第三者からのサポート 
・家事や育児は女性が・・・というイメージ

はあるが、家族で分担し、働く女性を応援

してほしい。 

・共働き家庭の多い福井。家事代行など第

三者のサービス利用を理解してほしい。 

相談できる上司、意見を言い合える仲間 
・相談ができ、自分の意見にも耳を傾けてくれる、 

イキイキと働く上司の存在が必要。 

・一人の責任ではなく、チームで相談し、 

意見を言い合える関係が大事。 

・急な休暇取得も「お互いさま」と言える 

チームづくりが必要。 

福井市総務部未来づくり推進局女性活躍促進課  R5.２月発行 

交流会を終えて オフィス・マインドルージュ 

代表 藤田 由美子 氏 


